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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
女
神
湖
伝
説

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
６
８
２
Ｄ

【
作
者
名
】

　
き
り
も
ん
じ

【
あ
ら
す
じ
】

　
（
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
）
仲
良
し
四
人
組
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
噂
を
聞
き
つ
け
信
州
の
女

神
湖
へ
と
向
か
う
。
怪
し
い
甘
い
香
り
が
し
て
人
の
声
が
聞
こ
え
四
人
は
湖
底

の
洞
窟
へ
と
落
ち
る
。
そ
こ
で
四
人
は
姫
と
若
武
者
と
に
の
り
移
り
色
ん
な
時

代
を
駆
け
巡
る
。
そ
し
て
・
・
・
・
。
（
き
り
も
ん
じ
）



2

姫
ヶ
淵
伝
説
（
前
書
き
）

こ
れ
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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姫
ヶ
淵
伝
説

蝉
し
ぐ
れ
が
聞
こ
え
る
。

（
カ
ズ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
「
そ
う
あ
れ
は
暑
い
真
夏
の
信
州
だ
っ
た
」

蝉
し
ぐ
れ
が
ず
っ
と
聞
こ
え
て
い
る
。

突
然
、
車
の
爆
音
。
加
速
、
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
の
ギ
ア
の
音
。

タ
イ
ヤ
の
き
し
む
音
。
再
び
加
速
、
ギ
ア
の
音
。

（
ヒ
デ
）
「
お
っ
と
っ
と
っ
と
」

（
カ
ズ
）
「
ま
だ
ヘ
ア
ピ
ン
が
続
く
ぞ
」

タ
イ
ヤ
の
き
し
む
音
。

（
ア
キ
）
「
キ
ャ
ー
！
」

（
ト
ラ
）
「
吐
き
そ
う
」

車
の
加
速
、
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
の
ギ
ア
。

タ
イ
ヤ
の
き
し
み
。
再
び
加
速
。

タ
ー
ボ
で
ト
ッ
プ
に
入
る
。

 
（
カ
ズ
）
「
こ
れ
で
終
わ
り
だ
。
後
は
白
樺
湖
ま
で
一
直
線
」

（
ト
ラ
）
「
あ
ー
、
疲
れ
た
」

 
（
ヒ
デ
）
「
白
樺
湖
は
通
過
し
て
、
女
神
湖
ま
で
行
く
ん
だ
ろ
う
？
」

 
（
カ
ズ
）
「
あ
あ
、
そ
う
だ
」

こ
こ
ろ
よ
い
タ
ー
ボ
の
音
が
続
い
て
い
る
。

（
ア
キ
）
「
女
神
湖
、
姫
ヶ
淵
を
探
し
に
」

（
ヒ
デ
）
「
姫
ヶ
淵
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
基
地
が
あ
る
」
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シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
の
ギ
ア
の
音
。

加
速
の
爆
音
。

（
カ
ズ
）
「
こ
こ
か
ら
ま
た
坂
道
だ
」

（
ト
ラ
）
「
ふ
う
」

（
ア
キ
）
「
ト
ラ
、
大
丈
夫
？
」

（
ト
ラ
）
「
あ
ー
、
大
丈
夫
」

（
ヒ
デ
）
「
カ
ズ
、
ゆ
っ
く
り
と
走
っ
て
く
れ
」

（
カ
ズ
）
「
あ
い
よ
」

こ
こ
ろ
よ
い
タ
ー
ボ
の
音
が
続
く
。

（
ア
キ
）
「
姫
ヶ
淵
に
は
昔
か
ら
伝
説
が
あ
る
の
よ
」

（
ヒ
デ
）
「
ほ
う
、
ど
ん
な
？
」

タ
イ
ヤ
の
き
し
む
音
。

（
ア
キ
）
「
戦
国
の
頃
、
諏
訪
城
の
お
姫
様
が
、
武
田
の

荒
武
者
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
、
恋
仲
の
若
者
と
二
人
で

飛
び
込
ん
だ
の
が
姫
ヶ
淵
」

（
ヒ
デ
）
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
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姫
ヶ
淵
伝
説
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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御
泉
水
湿
原
（
前
書
き
）

こ
れ
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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御
泉
水
湿
原

タ
ー
ボ
の
心
地
よ
い
響
き
が
続
い
て
い
る
。

 
（
ア
キ
）
「
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
二
人
が
飛
び

込
ん
だ
す
ぐ
そ
の
後
に
無
数
の
蝶
が
舞
い
上
が
っ
て
」

（
カ
ズ
）
「
へ
ー
」

（
ア
キ
）
「
最
後
に
ひ
と
き
わ
美
し
く
大
き
な
紫
色
の

蝶
が
二
匹
、
空
高
く
飛
び
去
っ
て
行
っ
た
ん
だ
っ
て
」

（
カ
ズ
）
「
で
、
そ
の
二
人
の
死
体
は
？
」

（
ア
キ
）
「
そ
れ
が
、
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
の
」

（
ヒ
デ
）
「
蝶
に
な
っ
た
ん
だ
」

（
ア
キ
）
「
そ
う
。
天
然
記
念
物
の
あ
の
蝶
は
そ
の
末
裔
よ
」

（
ト
ラ
）
「
そ
う
か
、
こ
の
近
辺
に
し
か
い
な
い
よ
な
、

紫
色
の
あ
の
ち
ょ
う
ち
ょ
。
と
て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
す
ね
」

急
勾
配
、
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
の
ギ
ア
の
音
。

サ
ー
ド
で
上
る
車
の
音
。

（
ヒ
デ
）
「
か
な
り
き
つ
い
坂
だ
」

（
カ
ズ
）
「
白
樺
湖
は
通
り
過
ぎ
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
で
女
神
湖
だ
」

サ
ー
ド
が
続
く
。

（
ア
キ
）
「
姫
ヶ
淵
、
そ
こ
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
基
地
だ
っ
て
言
う
の
よ
こ
の
人
は
」

（
ヒ
デ
）
「
う
ー
ん
多
分
な
。
昔
か
ら
そ
う
い
う
伝
説
が
あ
る
」

（
ト
ラ
）
「
そ
れ
も
面
白
い
で
す
ね
」

タ
ー
ボ
の
ト
ッ
プ
に
入
る
。
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（
カ
ズ
）
「
見
え
て
き
た
。
あ
れ
が
女
神
湖
だ
」

（
ア
キ
）
「
ま
あ
、
可
愛
い
湖
」

（
ヒ
デ
）
「
も
う
天
ま
で
届
き
そ
う
だ
」

（
ト
ラ
）
「
夜
空
の
星
は
、
き
っ
と
素
敵
で
し
ょ
う
ね
」

（
カ
ズ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
「
高
原
ホ
テ
ル
と
ペ
ン
シ
ョ
ン
街
を
離
れ
る
と

人
家
は
な
く
、
訪
ね
る
人
も
い
な
い
。
女
神
湖
畔
の
車
止
め
に
車
を
止
め
て

御
泉
水
湿
原
林
と
い
う
所
ま
で
歩
く
こ
と
に
し
た
」

カ
ッ
コ
ウ
の
声
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、

山
鳩
の
飛
び
立
つ
音
。
砂
利
を
踏
む
四
人
の
足
音
。

（
ア
キ
）
「
ま
あ
き
れ
い
、
見
て
み
て
、
す
ず
ら
ん
に
キ
ス
ゲ
、
し
ゃ
く
な
げ

よ
」

（
ヒ
デ
）
「
そ
れ
、
ト
リ
カ
ブ
ト
じ
ゃ
な
い
の
？
」

（
ア
キ
）
「
ま
あ
、
ト
リ
カ
ブ
ト
や
リ
ン
ド
ウ
は
ま
だ
早
い
わ
」
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御
泉
水
湿
原
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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と
て
も
甘
く
て
い
い
香
り
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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と
て
も
甘
く
て
い
い
香
り

水
の
せ
せ
ら
ぎ
。
滝
の
音
。

木
橋
を
歩
む
み
ん
な
の
足
音
。

（
ト
ラ
）
「
き
れ
い
な
滝
だ
な
」

（
ア
キ
）
「
冬
は
凍
る
ん
で
し
ょ
う
ね
？
」

（
カ
ズ
）
「
あ
あ
、
凍
る
さ
。
全
て
が
綺
麗
に
ク
リ
ス
タ
ル
の
森
に
な
る
」

変
な
鳥
の
鳴
き
声
。
急
に
飛
び
立
つ
大
き
な
羽
音
。

（
ヒ
デ
）
「
何
か
、
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
み
た
い
」

ふ
く
ろ
う
の
声
。
が
ま
蛙
の
声
。

気
味
の
悪
い
声
が
不
気
味
に
響
く
。

み
ん
な
の
砂
利
を
歩
く
音
。

（
ヒ
デ
）
「
も
う
疲
れ
た
戻
ろ
う
よ
、
日
が
暮
れ
る
」

（
カ
ズ
）
「
そ
う
だ
な
腹
も
減
っ
た
こ
と
だ
し
」

ふ
く
ろ
う
の
声
。
奇
妙
な
鳥
の
声
。

飛
び
立
つ
羽
音
。
犬
の
遠
吠
え
。

（
ア
キ
）
「
急
ぎ
ま
し
ょ
う
！
」

（
皆
）
あ
あ
」

砂
利
道
を
走
る
音
。

（
カ
ズ
）
「
こ
っ
ち
だ
」

砂
利
道
を
走
る
音
。

（
カ
ズ
）
「
あ
そ
こ
に
車
が
見
え
る
」
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（
ヒ
デ
）
「
も
う
真
っ
暗
だ
」

足
音
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
変
わ
る
。

（
ア
キ
）
「
や
っ
と
着
い
た
わ
」

（
ト
ラ
）
「
あ
ー
、
疲
れ
た
」

車
の
ド
ア
を
開
け
、
乗
る
音
。
ド
ア
を
閉
め
る
音
。

（
カ
ズ
）
「
や
あ
、
ひ
と
安
心
だ
」

（
ア
キ
）
「
も
う
真
っ
暗
。
曇
っ
て
て
星
も
見
え
な
い
」

 
（
皆
）
「
ふ
う
（
た
め
息
）
」

（
ヒ
デ
）
「
・
・
ジ
ュ
ー
ス
あ
っ
た
よ
ね
？
」

（
ア
キ
）
「
あ
、
こ
こ
、
こ
こ
」

（
カ
ズ
）
「
俺
に
も
く
れ
」

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
音
。

（
ヒ
デ
）
「
あ
ー
、
う
ま
い
！
」

（
ア
キ
）
「
私
に
も
」

（
カ
ズ
）
「
あ
ー
、
う
ま
か
っ
た
。
ト
ラ
も
飲
め
よ
。
ほ
ら
」

（
ト
ラ
）
「
あ
あ
、
あ
り
が
と
う
」

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
音
。

（
ア
キ
）
「
あ
ー
、
お
い
し
い
」

ト
ラ
が
鼻
で
匂
い
を
嗅
い
で
い
る
。

（
ト
ラ
）
「
（
く
ん
く
ん
）
？
」

（
ヒ
デ
）
「
ど
う
し
た
ト
ラ
？
」

（
ト
ラ
）
「
（
く
ん
く
ん
）
何
か
匂
う
」

（
カ
ズ
）
「
え
っ
！
何
が
？
」
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（
ト
ラ
）
「
い
や
、
す
ご
く
甘
い
、
い
い
香
り
だ
よ
」

（
ア
キ
）
「
そ
う
い
え
ば
さ
っ
き
、
ボ
ー
ト
乗
り
場
の
林
の
中
で

お
じ
い
さ
ん
が
、
落
ち
葉
を
燃
や
し
て
い
た
わ
よ
」

（
ヒ
デ
）
「
そ
れ
だ
よ
、
そ
れ
！
」

（
ト
ラ
）
「
皆
は
、
匂
い
ま
せ
ん
か
？
」

（
ヒ
デ
）
「
そ
う
い
え
ば
・
・
・
・
・
」
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と
て
も
甘
く
て
い
い
香
り
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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不
思
議
な
洞
窟
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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不
思
議
な
洞
窟

そ
こ
で
、
ヒ
デ
が
鼻
で
に
お
い
を
か
ぐ
。

皆
も
に
お
い
を
か
ぐ
。

（
カ
ズ
）
「
い
い
匂
い
だ
」

（
ア
キ
）
「
ほ
ん
と
に
い
い
香
り
。
体
が
深
く
沈
ん
で
行
き
そ
う
」

（
ヒ
デ
）
「
重
た
ー
い
。
体
が
な
ま
り
の
よ
う
に
重
た
く
な
っ
て
き
た
。

海
の
底
に
沈
ん
で
い
く
み
た
い
に
気
持
ち
良
い
・
・
・
・
・
」

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
両
肩
を
叩
く
よ
う
な
心
地
よ
い
音
が
続
く
。

音
が
次
第
に
大
き
く
な
る
。

ヒ
ュ
ー
と
穴
倉
に
吸
い
込
ま
れ
る
音
。

ド
サ
ッ
、
ド
サ
ッ
と
四
人
が
底
に
落
ち
る
音
。

（
カ
ズ
）
「
（
エ
コ
ー
）
い
て
ー
っ
！
」

（
ア
キ
）
「
 

（
エ
コ
ー
）
い
た
ー
い
！
」

（
ヒ
デ
）
「
（
エ
コ
ー
）
お
ー
い
て
て
、
洞
窟
の
よ
う
な
穴
倉
の
よ
う
な
？
」

（
ト
ラ
）
「
シ
ー
。
人
の
声
が
聞
こ
え
る
。
静
か
に
し
て
」

（
ヒ
デ
）
「
ほ
ん
と
か
よ
？
」

（
ト
ラ
）
「
シ
ー
ッ
！
」

ゆ
っ
く
り
と
歩
む
音
。
水
の
雫
が
落
ち
る
音
。

小
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
少
し
ず
つ
大
き
く
な
る
。

遠
く
の
声
で
、

（
仙
人
）
「
な
り
ま
せ
ぬ
、
な
り
ま
せ
ぬ
。

わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
ぞ
、
ア
キ
姫
」
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近
く
の
声
で
、

（
ア
キ
）
「
あ
き
姫
て
私
に
そ
っ
く
り
」

（
ト
ラ
）
「
シ
ー
ッ
！
」

遠
く
の
声
で
、

（
仙
人
）
「
五
百
年
に
一
度
の
こ
の
機
会
を
逃
す
と
、
次
は

二
千
五
年
ま
で
、
こ
の
四
人
は
地
上
を
さ
迷
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ぞ
」

（
ア
キ
）
「
そ
れ
で
も
姫
は
も
う
一
度
あ
の
お
方
に
お
会
い
し
た
い
の
じ
ゃ
」

（
仙
人
）
「
だ
だ
を
こ
ね
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
！
」

（
ア
キ
）
「
ど
う
し
て
も
会
い
た
い
の
じ
ゃ
ー
（
泣
く
）
」

（
仙
人
）
「
五
百
年
で
ご
ざ
り
ま
す
る
ぞ
。
姫
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ぬ
！
」

（
ア
キ
）
「
絶
対
に
耐
え
て
見
せ
ま
す
ー
（
泣
く
）
」

近
く
の
声
に
変
わ
る
。

（
仙
人
）
「
し
ょ
う
が
な
い
の
う
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
言
わ
れ
る
な
ら
ば
、

・
・
・
な
ら
ば
若
武
者
三
人
を
付
け
ま
す
る
ゆ
え
。
和
之
進
！
」

（
カ
ズ
）
「
は
は
っ
！
」

（
仙
人
）
「
秀
次
郎
！
」

（
ヒ
デ
）
「
は
は
っ
！
」

（
仙
人
）
「
虎
之
助
！
」

（
ト
ラ
）
「
は
は
っ
！
」

（
仙
人
）
「
五
百
年
間
、
ア
キ
姫
を
守
り
続
け
る
の
じ
ゃ
ぞ
」

（
三
人
）
「
は
は
っ
、
か
し
こ
ま
っ
て
候
！
」

（
仙
人
）
「
で
は
、
こ
の
四
名
に
、
天
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

地
上
の
歴
史
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
仕
事
を
仰
せ
付
け
る
。

そ
の
間
に
、
姫
の
一
目
ぼ
れ
し
た
若
者
を
探
し
出
せ
れ
ば
よ
し
。
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探
せ
な
く
と
も
、
２
０
０
５
年
の
こ
の
日
こ
の
場
所
よ
り
、

天
空
へ
飛
び
立
つ
。
よ
い
な
！
」

（
三
人
）
「
は
は
っ
！
」

声
が
遠
の
い
て
い
く
。

（
仙
人
）
「
こ
れ
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
四
人
と
も
永
遠
に
地
上
を

さ
迷
う
こ
と
に
な
る
。
よ
い
な
！
絶
対
に
遅
れ
る
こ
と
な
か
れ
！
」

（
四
人
）
「
は
は
っ
、
か
し
こ
ま
っ
て
候
！
」
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不
思
議
な
洞
窟
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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ア
キ
姫
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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ア
キ
姫

遠
く
で
大
き
な
電
源
ス
イ
ッ
チ
の
入
る
音
。

大
画
面
が
起
動
す
る
音
。

す
ぐ
近
く
の
声
で
、

（
ヒ
デ
）
「
す
げ
え
！
大
画
面
！
」

（
カ
ズ
）
「
シ
ー
ッ
」

遠
く
の
声
。

（
仙
人
）
「
そ
れ
で
は
、
天
界
の
第
一
指
令
。
川
中
島
の
戦
い
！
」

大
画
面
の
音
高
ま
る
。
声
近
づ
い
て
、

（
仙
人
）
「
よ
い
か
、
こ
の
大
画
面
を
よ
く
見
る
の
じ
ゃ
。

現
場
に
落
と
さ
れ
た
ら
も
う
仕
舞
い
じ
ゃ
。
徹
底
的
に

情
況
を
頭
に
入
れ
と
く
こ
と
。
よ
い
な
！
」

（
四
人
）
「
は
は
っ
、
か
し
こ
ま
っ
て
候
」

（
仙
人
）
「
こ
こ
の
城
が
武
田
軍
。
そ
の
数
２
万
数
千
。
そ
の
半
分
が

今
動
き
出
す
。
こ
ち
ら
の
山
に
上
杉
軍
。
そ
の
数
２
万
。
濃
霧
の
中
を

息
を
殺
し
て
全
軍
山
を
下
り
川
を
渡
る
。
武
田
本
隊
も
城
を
出
て
川
を
渡
り

平
原
に
陣
を
張
る
。
１
万
２
千
の
別
働
隊
は
山
の
裏
手
に
進
軍
す
る
。
山
の

上
杉
軍
を
追
い
出
そ
う
と
い
う
戦
法
だ
が
、
上
杉
軍
は
も
う
山
を
下
り
て
い
る
。

濃
い
霧
の
中
、
両
軍
間
近
で
合
間
見
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
じ
ゃ
。

四
人
は
武
田
軍
の
本
陣
、
旗
本
に
の
り
移
る
。
別
働
隊
の
合
流
を
見
る
や
、

謙
信
は
自
ら
の
旗
本
数
騎
と
と
も
に
、
武
田
の
本
陣
を
中
央
突
破
し
て
く
る
。
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謙
信
が
馬
上
よ
り
信
玄
に
打
ち
か
か
る
名
場
面
。
こ
の
場
に
姫
の
慕
う
若
者
が

お
る
や
も
知
れ
ぬ
。
し
か
と
確
認
さ
れ
た
し
」

（
四
人
）
「
は
は
っ
、
か
し
こ
ま
っ
て
候
」

小
型
宇
宙
船
の
来
る
音
。
ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
。

空
中
で
停
止
、
ホ
ー
バ
リ
ン
グ
の
音
。

（
仙
人
）
「
こ
れ
ぞ
特
製
超
小
型
時
空
宇
宙
船
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
ペ
ー
ス
サ
テ

ラ
イ
ト
。

略
称
３
Ｓ
じ
ゃ
。
近
く
ま
で
わ
し
が
送
っ
て
い
く
。
さ
あ
乗
り
込
む
ぞ
」

ホ
ー
バ
リ
ン
グ
の
音
が
続
い
て
い
る
。

３
Ｓ
の
乗
り
口
が
開
く
音
。

ス
テ
ッ
プ
が
セ
ッ
ト
さ
れ
る
音
。

（
仙
人
）
「
さ
あ
、
こ
の
ス
テ
ッ
プ
を
登
っ
て
」

ス
テ
ッ
プ
を
登
る
音
。

（
ア
キ
）
「
い
つ
の
ま
に
か
鎧
を
着
て
る
」

（
カ
ズ
）
「
ほ
ん
と
だ
」

（
ヒ
デ
）
「
や
っ
ぱ
り
Ｕ
Ｆ
Ｏ
だ
」

（
ト
ラ
）
「
あ
の
香
り
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
？
」

（
仙
人
）
「
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
お
る
。
早
く
ベ
ル
ト
を
締
め
よ
。

そ
の
若
者
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
姫
、
オ
ー
イ
ク
モ
！
と
叫
ん
で

下
さ
れ
。
そ
の
場
に
こ
の
船
が
現
れ
申
す
。
お
っ
と
そ
の
前
に
、

大
事
な
こ
と
を
言
い
忘
れ
て
お
っ
た
。
こ
の
四
人
は
、
意
識
と

生
命
は
共
有
し
て
お
る
が
、
体
は
別
々
で
あ
る
。
一
人
が
死
ぬ
と
、
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こ
の
洞
窟
基
地
へ
と
全
員
瞬
間
移
動
し
振
り
出
し
に
戻
る
。

軽
は
ず
み
な
行
動
は
厳
に
慎
む
よ
う
に
。
よ
い
な
！
」

（
四
人
）
「
は
は
っ
、
か
し
こ
ま
っ
て
候
」
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ア
キ
姫
（
後
書
き
）

つ
づ
く



25

川
中
島
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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川
中
島

３
Ｓ
発
進
の
音
。

音
、
遠
の
い
て
い
く
。

ほ
ら
貝
の
音
と
馬
の
い
な
な
き
が
遠
く
に
聞
こ
え
る
。

群
馬
疾
走
の
音
、
近
づ
き
遠
ざ
か
る
。

近
く
の
声
。

（
勘
助
）
「
お
や
か
た
様
」

（
信
玄
）
「
ふ
む
、
車
が
か
り
の
戦
法
か
？
」

（
勘
助
）
「
勘
助
一
生
の
不
覚
。
裏
を
か
か
れ
ま
し
た
」

群
馬
疾
走
ひ
づ
め
の
音
、
近
づ
く
。

遠
く
で
絶
叫
が
聞
こ
え
る
。

（
ト
ラ
）
「
き
た
ぞ
ー
っ
！
」

（
謙
信
）
「
そ
れ
！
一
気
に
突
き
崩
せ
！
」

（
ヒ
デ
）
「
撃
て
ー
っ
！
」

一
斉
射
撃
の
音
。

う
ま
の
い
な
な
き
。
絶
叫
。

（
謙
信
）
「
ひ
る
む
な
！
突
っ
込
め
！
」

絶
叫
。
剣
槍
の
か
み
合
う
音
。

矢
の
放
た
れ
る
音
。

馬
の
い
な
な
き
。
阿
鼻
叫
喚
。

ド
バ
ッ
と
切
ら
れ
る
音
。
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ブ
ス
ッ
と
刺
さ
れ
る
音
。

断
末
魔
の
叫
び
。

（
謙
信
）
「
信
玄
は
あ
そ
こ
だ
！
」

（
勘
助
）
「
う
お
お
！
山
本
勘
助
見
参
！
謙
信
覚
悟
！
」

弓
矢
の
一
斉
発
射
の
音
。

遠
く
の
声
。

（
ヒ
デ
）
「
山
本
勘
助
殿
！
討
ち
死
に
！
」

阿
鼻
叫
喚
。

遠
く
の
声
。

（
ト
ラ
）
「
武
田
信
繁
殿
！
討
ち
死
に
！
」

戦
闘
の
音
、
遠
の
く
。

近
く
の
声
。

（
カ
ズ
）
「
お
や
か
た
様
、
今
第
九
の
陣
が
破
ら
れ
ま
し
た
」

（
信
玄
）
「
ふ
む
、
あ
と
三
陣
を
残
す
の
み
か
。
・
・
・
・

　
　
・
・
・
・
・
・
・
　
別
働
隊
は
、
ま
だ
か
？
」

遠
く
で
絶
叫
。

（
ヒ
デ
）
「
い
ま
、
風
林
火
山
の
御
旗
が
見
え
ま
し
た
ー
っ
！
」

近
く
の
声
。

（
信
玄
）
「
お
お
、
や
っ
と
来
た
か
！
」

馬
一
騎
の
ひ
づ
め
の
音
、
急
速
に
近
づ
く
。

（
信
玄
）
「
誰
じ
ゃ
？
あ
奴
は
？
」

（
カ
ズ
）
「
な
に
や
つ
ぞ
！
」

（
謙
信
）
「
ど
け
ど
け
い
！
謙
信
参
上
！
狙
う
は
信
玄
た
だ
ひ
と
り
ぞ
！
」
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馬
の
ひ
づ
め
の
乱
れ
る
音
。

（
ア
キ
）
「
お
や
か
た
様
！
幕
の
外
へ
！
」

（
信
玄
）
「
逃
げ
も
隠
れ
も
せ
ぬ
わ
！
」

馬
の
い
な
な
き
。
剣
戟
の
音
。

（
謙
信
）
「
南
無
毘
沙
門
天
！
信
玄
覚
悟
！
」

刀
で
軍
配
を
切
り
つ
け
る
音
。

馬
の
い
な
な
き
。
乱
れ
る
ひ
づ
め
の
音
。

（
信
玄
）
「
何
を
こ
し
ゃ
く
な
若
造
め
！
」

刀
と
軍
配
の
切
り
あ
う
音
。

馬
の
い
な
な
き
。
乱
れ
る
ひ
づ
め
の
音
。

（
謙
信
）
「
信
玄
覚
悟
！
」

（
カ
ズ
）
「
そ
う
は
さ
せ
じ
。
謙
信
、
お
命
頂
戴
！
」

（
ア
キ
）
「
あ
っ
、
カ
ズ
の
進
！
だ
め
ー
っ
！
」

ド
バ
ッ
と
体
を
切
ら
れ
る
音
。

（
四
人
）
「
あ
っ
、
あ
あ
あ
ー
っ
！
」

叫
び
声
、
遠
の
き
消
え
る
。
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川
中
島
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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桶
狭
間
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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桶
狭
間

洞
窟
、
水
の
雫
の
音
が
響
い
て
い
る
。

（
ア
キ
）
「
あ
っ
？
」

（
仙
人
）
「
気
が
付
い
た
か
？
」

（
カ
ズ
）
「
う
う
ー
ん
」

（
ヒ
デ
）
「
い
て
て
て
て
」

（
ト
ラ
）
「
う
ー
ん
」

（
仙
人
）
「
皆
、
気
が
付
い
た
よ
う
じ
ゃ
な
」

（
ア
キ
）
「
人
探
し
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
っ
た
わ
よ
」

（
仙
人
）
「
そ
う
じ
ゃ
ろ
う
な
。
戦
闘
現
場
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
わ
な
。

じ
ゃ
が
し
か
し
、
人
間
、
必
死
の
戦
い
を
し
て
い
る
時
が
最
も
美
し
い
。

す
ば
や
く
そ
の
者
の
手
を
掴
み
、
オ
ー
イ
ク
モ
！
と
叫
ぶ
こ
と
じ
ゃ
」

（
ア
キ
）
「
ぱ
っ
と
掴
ん
で
オ
ー
イ
ク
モ
！
ね
」

（
仙
人
）
「
そ
う
じ
ゃ
」

（
ア
キ
）
「
皆
、
分
か
っ
た
？
今
度
こ
そ
絶
対
つ
か
ま
え
よ
う
ね
！
」

（
３
人
）
「
は
は
っ
、
か
し
こ
ま
っ
て
候
」

（
ア
キ
）
「
で
、
ど
こ
へ
い
く
の
今
度
？
」

（
仙
人
）
「
そ
れ
で
は
、
同
時
代
の
桶
狭
間
の
戦
い
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

今
度
は
必
ず
若
者
を
連
れ
て
ま
い
ら
れ
よ
。
天
界
の
第
二
指
令
！

桶
狭
間
の
戦
い
！
」

大
き
な
電
源
ス
イ
ッ
チ
の
入
る
音
。

大
画
面
が
起
動
す
る
音
。
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（
仙
人
）
「
よ
い
か
こ
こ
が
桶
狭
間
じ
ゃ
。
今
川
義
元
は
２
万
４
千
の
大
軍
じ

ゃ
が

隊
列
が
延
び
て
、
こ
こ
桶
狭
間
に
５
千
の
兵
で
本
陣
を
張
っ
た
。
早
朝
、
こ
の

報
を

察
知
す
る
や
信
長
は
直
ち
に
出
陣
。
熱
田
神
宮
へ
向
か
う
。
旗
本
や
家
来
達
が

必
死

に
な
っ
て
追
い
か
け
る
。
そ
の
数
２
千
！
そ
の
中
に
も
ぐ
り
込
む
の
じ
ゃ
。
必
ず

姫
の
探
す
若
者
が
お
る
は
ず
じ
ゃ
。
心
し
て
探
し
出
し
こ
こ
へ
お
連
れ
申
し
上

げ
よ
。

よ
い
な
！
」

（
四
人
）
「
は
は
っ
、
か
し
こ
ま
っ
て
候
」

小
型
宇
宙
船
（
３
Ｓ
）
が
来
る
音
。

ホ
ー
バ
リ
ン
グ
の
音
。
ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
。

ス
テ
ッ
プ
が
下
り
る
音
。

四
人
が
駆
け
上
が
る
音
。

（
ア
キ
）
「
今
度
こ
そ
は
必
ず
掴
ま
え
る
。
み
ん
な
！
早
死
に
す
る
な
！
」

（
三
人
）
「
は
は
っ
、
か
し
こ
ま
っ
て
候
」

３
Ｓ
発
進
、
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

ー
間
ー

稲
妻
、
雷
鳴
、
豪
雨
の
音
。

鎧
武
者
が
忍
び
歩
む
甲
冑
の
音
。

馬
の
鼻
息
。
強
い
雨
の
音
。

（
ト
ラ
）
「
も
う
少
し
の
辛
抱
ぞ
」
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（
カ
ズ
）
「
激
し
い
雨
で
今
川
ど
も
は
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
お
り
ま
せ
ぬ
」

激
し
い
雨
の
音
。

（
信
長
）
「
皆
の
も
の
、
止
ま
れ
！
無
用
な
旗
指
物
は
打
ち
捨
て
よ
！

鉄
砲
火
縄
を
ぬ
ら
す
な
！
大
い
に
息
を
吸
っ
て
心
し
て
待
機
せ
よ
！
」

激
し
い
雨
の
音
。

（
ヒ
デ
）
「
ア
キ
姫
、
決
し
て
先
駆
け
な
さ
ら
ぬ
よ
う
」

（
ア
キ
）
「
分
か
っ
て
お
る
」

（
カ
ズ
）
「
絶
対
に
私
の
背
か
ら
離
れ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
ぞ
」

（
ト
ラ
）
「
と
に
か
く
姫
は
若
者
を
探
し
て
く
だ
さ
い
」

（
ア
キ
）
「
わ
か
っ
て
お
る
。
腕
を
掴
ん
で
オ
ー
イ
ク
モ
」
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桶
狭
間
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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前
田
利
家
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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前
田
利
家

雨
の
音
、
次
第
に
小
さ
く
な
る
。

（
ヒ
デ
）
「
あ
っ
、
雨
が
や
ん
だ
」

（
ト
ラ
）
「
空
が
明
る
ん
で
き
た
ぞ
」

（
信
長
）
「
天
の
加
護
！
今
じ
ゃ
！
全
軍
総
攻
撃
！
」

（
全
軍
）
「
う
お
ー
っ
！
」

鉄
砲
の
一
斉
射
撃
音
。
弓
矢
の
一
斉
射
撃
音
。

群
馬
が
駆
け
下
る
音
。
馬
の
い
な
な
き
。

突
撃
の
喊
声
。

（
遠
く
の
声
）
「
織
田
の
軍
勢
だ
！
」

（
〃
）
「
に
げ
ろ
ー
っ
！
」

（
〃
）
「
逃
げ
る
な
！
踏
み
と
ど
ま
っ
て
戦
え
！
」

（
〃
）
「
ぎ
ゃ
ー
っ
」

阿
鼻
叫
喚
。
戦
闘
の
音
。

剣
槍
の
響
き
。
殺
戮
、
断
末
魔
の
叫
び
。

音
、
遠
の
く
。

歩
む
甲
冑
と
砂
利
ふ
む
足
音
。

（
ト
ラ
）
「
姫
、
離
れ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
ぞ
」

（
ヒ
デ
）
「
あ
っ
、
あ
っ
ち
か
ら
雑
兵
が
！
」

（
カ
ズ
）
「
ど
け
っ
、
俺
が
切
る
！
」

乱
れ
る
甲
冑
と
足
音
。
剣
戟
の
響
き
。

（
遠
く
の
声
）
「
お
ー
り
ゃ
ー
！
」
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（
カ
ズ
）
「
と
う
！
」

ド
バ
ッ
と
切
ら
れ
る
音
。

（
雑
兵
）
「
う
う
っ
」

ド
サ
ッ
と
倒
れ
る
音
。

（
利
家
）
「
か
た
じ
け
な
い
！
貴
殿
天
晴
れ
！
清
洲
の
も
の
か
？
」

（
カ
ズ
）
「
い
か
に
も
。
こ
ち
ら
は
わ
が
城
主
、
清
洲
ア
キ
殿
じ
ゃ
。
ぬ
し
は

？
」

（
利
家
）
「
前
田
利
家
と
申
す
。
急
ぐ
ゆ
え
、
こ
れ
に
て
御
免
」

戦
闘
の
音
、
遠
く
に
聞
こ
え
る
。

（
信
長
）
「
本
陣
は
目
の
前
ぞ
！
押
せ
押
せ
！
」

近
く
の
声
。

（
ア
キ
）
「
マ
エ
ダ
ト
シ
イ
エ
。
あ
の
加
賀
百
万
石
の
？
（
大
声
で
）

み
ん
な
！
今
川
の
本
陣
へ
向
か
う
の
じ
ゃ
！
」

（
ト
ラ
）
「
姫
、
危
の
う
ご
ざ
い
ま
す
」

（
ア
キ
）
「
前
田
利
家
殿
を
探
す
の
じ
ゃ
！
」

（
ヒ
デ
）
「
分
か
り
ま
し
た
、
姫
。
絶
対
に
私
ど
も
か
ら

離
れ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」

（
カ
ズ
）
「
本
陣
は
あ
そ
こ
だ
！
」

阿
鼻
叫
喚
。
戦
闘
の
音
。

（
信
長
）
「
あ
の
円
陣
が
今
川
の
本
陣
ぞ
！
」

（
遠
く
の
声
）
「
お
歯
黒
が
い
た
ぞ
ー
っ
！
」

阿
鼻
叫
喚
。
戦
闘
の
音
。

（
遠
く
の
声
）
「
今
川
義
元
討
ち
取
っ
た
り
ー
っ
！
」
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大
歓
声
が
上
が
る
。

（
信
長
）
「
勝
ち
鬨
用
意
！
」

（
全
軍
）
「
お
ー
っ
！
え
い
え
い
お
ー
っ
！
え
い
え
い
お
ー
っ
！
え
い
え
い
お

ー
っ
！
」
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前
田
利
家
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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あ
あ
失
敗
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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あ
あ
失
敗

勝
ど
き
が
遠
く
で
続
い
て
い
る
。

（
カ
ズ
）
「
ア
キ
姫
、
前
田
殿
は
あ
そ
こ
に
」

（
ア
キ
）
「
あ
っ
、
あ
そ
こ
ね
」

砂
利
を
歩
み
だ
す
音
。

（
カ
ズ
）
「
前
田
殿
」

（
利
家
）
「
こ
れ
は
清
洲
殿
。
残
念
じ
ゃ
、
義
元
が
首
取
れ
な
ん
だ
」

（
カ
ズ
）
「
わ
が
殿
が
貴
殿
に
相
談
あ
り
申
す
」

（
利
家
）
「
何
？
相
談
と
な
？
」

（
ア
キ
）
「
前
田
殿
、
御
免
！
」

乱
れ
る
足
音
。
甲
冑
の
音
。

（
利
家
）
「
何
を
な
さ
る
、
清
洲
殿
」

（
ア
キ
）
「
御
免
。
オ
ー
イ
ク
モ
！
」

３
Ｓ
瞬
間
出
現
の
音
。
ボ
ヨ
ヨ
ー
ン
。

（
四
人
）
「
そ
れ
っ
！
」

３
Ｓ
一
気
に
遠
ざ
か
る
。
ウ
ィ
ー
ン
。

洞
窟
。
水
の
雫
の
音
が
響
い
て
い
る
。

３
Ｓ
が
近
づ
く
音
。
ホ
ー
バ
リ
ン
グ
の
音
。

ド
ア
が
開
き
ス
テ
ッ
プ
が
下
り
て
、

五
人
が
転
げ
落
ち
る
音
。

（
仙
人
）
「
お
っ
、
戻
っ
て
来
よ
っ
た
な
」

（
利
家
）
「
や
や
や
、
こ
こ
は
ど
こ
じ
ゃ
？
」
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（
カ
ズ
）
「
地
の
底
の
砦
に
ご
ざ
る
」

（
利
家
）
「
今
川
の
者
か
？
」

（
ヒ
デ
）
「
今
川
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
」

（
利
家
）
「
わ
し
を
桶
狭
間
へ
返
し
て
く
れ
。
わ
し
は
信
長
殿
に

嫌
わ
れ
て
お
る
の
じ
ゃ
。
手
柄
を
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
の
じ
ゃ
！
」

（
皆
）
「
・
・
・
・
・
」

（
仙
人
）
「
ア
キ
姫
、
こ
の
お
方
が
ア
キ
姫
の
一
目
ぼ
れ
の
お
方
か
？
」

（
皆
）
「
・
・
・
・
・
」

（
ア
キ
）
「
ち
ょ
っ
と
違
う
み
た
い
」

（
ト
ラ
）
「
ま
だ
戦
は
続
い
て
お
り
ま
す
る
」

（
カ
ズ
）
「
前
田
殿
！
急
ぎ
帰
り
支
度
を
」

（
仙
人
）
「
わ
し
が
送
っ
て
い
く
」

３
Ｓ
が
来
る
音
。
ウ
ィ
ー
ン
。

ド
ア
が
開
き
ス
テ
ッ
プ
が
下
り
る
音
。

（
仙
人
）
「
さ
、
前
田
殿
！
」

（
利
家
）
「
か
た
じ
け
な
い
」

３
Ｓ
の
飛
び
去
る
音
。

（
ア
キ
）
「
皆
、
ご
め
ー
ん
！
」

（
ト
ラ
）
「
難
し
い
と
思
う
よ
」

（
ヒ
デ
）
「
そ
う
だ
よ
な
」

（
カ
ズ
）
「
姫
、
諦
め
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
あ
と

四
百
年
あ
り
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」

（
ヒ
デ
・
ト
ラ
）
「
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」

（
ア
キ
）
「
あ
り
が
と
う
、
み
ん
な
！
」
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３
Ｓ
が
戻
っ
て
く
る
音
。
ド
ア
が
開
き
ス
テ
ッ
プ

が
お
り
て
、
仙
人
が
落
ち
る
音
。
ド
サ
ッ
。

（
仙
人
）
「
あ
あ
、
疲
れ
た
。
・
・
・
姫
！
」

（
ア
キ
）
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

（
カ
ズ
）
「
我
々
が
付
い
て
お
り
な
が
ら
、
誠
に
申
し
訳
な
い
」

（
ア
キ
）
「
彼
ら
は
悪
く
な
い
の
。
慌
て
者
の
私
が
悪
い
の
よ
。

叱
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
今
度
は
う
ま
く
や
り
ま
す
か
ら
」

（
仙
人
）
「
あ
と
四
百
年
も
あ
り
ま
す
ぞ
」

（
ア
キ
）
「
全
て
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
今
ま
で
の
は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

と
い
う
こ
と
で
。
ね
、
み
ん
な
！
」

（
カ
ズ
）
「
は
は
っ
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

我
々
も
心
し
て
姫
を
お
守
り
い
た
し
ま
す
」

（
仙
人
）
「
よ
う
し
分
か
り
申
し
た
。
で
は
少
し
飛
ば
し
て
、

天
界
の
第
三
指
令
に
入
る
。
新
撰
組
、
池
田
屋
騒
動
じ
ゃ
」



44

あ
あ
失
敗
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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新
撰
組
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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新
撰
組

大
き
な
電
源
ス
イ
ッ
チ
の
入
る
音
。

大
画
面
が
起
動
す
る
音
。

（
仙
人
）
「
こ
れ
が
京
の
町
。
鴨
川
の
西
北
角
、
こ
こ
に
池
田
屋
が
あ
る
。

長
州
が
京
都
を
火
の
海
に
し
て
天
皇
を
誘
拐
す
る
と
い
う
極
秘
情
報
を
得
て

新
撰
組
は
総
力
を
挙
げ
て
長
州
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
を
探
し
て
お
っ
た
。

近
藤
、
沖
田
以
下
十
名
が
四
条
か
ら
木
屋
町
筋
を
北
上
。
土
方
以
下
二
十
四
名
が

祇
園
を
探
索
し
て
池
田
屋
で
落
ち
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
姫
と
和
之
進
は

土
方
隊
に
付
い
て
行
け
。
秀
次
郎
と
虎
之
助
は
近
藤
隊
と
共
に
池
田
屋
に
入
れ
。

く
れ
ぐ
れ
も
す
ぐ
に
は
切
り
殺
さ
れ
ぬ
よ
う
に
」

３
Ｓ
発
進
、
遠
の
い
て
い
く
音
。

鳥
の
鳴
き
声
。
寺
の
鐘
の
音
。

犬
の
遠
吠
え
が
聞
こ
え
る
。

砂
利
道
。
忍
び
足
の
音
。

（
近
藤
）
「
間
違
い
な
い
。
お
る
ぞ
国
賊
長
州
が
」

（
ヒ
デ
）
「
二
十
人
く
ら
い
か
？
」

（
ト
ラ
）
「
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
ろ
う
」

（
近
藤
）
「
二
階
の
奥
が
一
番
怪
し
い
。
踏
み
込
ん
だ
ら
、

わ
し
ら
四
人
は
上
へ
駆
け
上
が
る
。
お
前
達
三
名
は
下
。

他
の
三
名
は
逃
げ
る
者
を
追
え
」

（
全
員
）
「
は
い
」
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（
近
藤
）
「
よ
し
、
踏
み
込
む
ぞ
！
」

開
き
戸
を
開
け
る
音
。

（
近
藤
）
「
新
撰
組
だ
！
御
用
改
め
で
ご
ざ
る
！
」

（
主
人
）
「
あ
あ
あ
、
皆
様
方
！
御
用
改
め
で
ご
ざ
り
ま
す
る
！
」

（
近
藤
）
「
え
え
い
ど
け
っ
！
や
は
り
二
階
だ
な
」

寺
の
鐘
の
音
。
犬
の
遠
吠
え
。

砂
利
、
二
十
四
人
が
歩
く
音
。

（
カ
ズ
）
「
土
方
さ
ん
！
池
田
屋
が
！
」

は
る
か
遠
く
の
声
。

（
声
）
「
新
撰
組
だ
！
逃
げ
ろ
！
ぎ
ゃ
ー
っ
！
」

近
く
の
声
。

（
土
方
）
「
走
れ
！
み
ん
な
！
」

二
十
四
人
、
駆
け
足
の
音
。

（
土
方
）
「
井
上
隊
の
十
人
は
正
面
か
ら
切
り
込
め
！

そ
っ
ち
の
八
人
は
裏
へ
回
れ
！
一
人
も
逃
す
な
！
」

（
全
員
）
「
は
は
っ
！
」

砂
利
を
け
っ
て
足
音
遠
ざ
か
る
。

ア
キ
の
つ
ぶ
や
く
声
。

（
ア
キ
）
「
か
っ
こ
え
え
わ
ぁ
」

（
土
方
）
「
そ
こ
の
二
人
！
見
慣
れ
ぬ
顔
だ
な
？
」

（
カ
ズ
）
「
新
参
で
ご
ざ
り
ま
す
る
」

（
土
方
）
「
あ
あ
、
近
藤
の
」
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（
ア
キ
）
「
（
小
声
で
）
土
方
様
」

（
カ
ズ
）
「
（
小
声
で
）
な
り
ま
せ
ぬ
ア
キ
姫
。
こ
の
方
は
」

（
土
方
）
「
お
前
か
？
近
藤
の
せ
が
れ
は
。
引
っ
込
ん
で
お
れ
！

戦
と
は
こ
う
す
る
も
の
ぞ
。
自
ら
切
り
込
ん
で
い
く
だ
け
が
能
じ
ゃ
な
い
」

剣
戟
の
響
き
。
悲
鳴
が
途
切
れ
途
切
れ
に
聞
こ
え
る
。

（
土
方
）
「
長
州
が
出
て
く
る
ぞ
、
構
え
！
」

（
ア
キ
）
「
か
っ
こ
い
い
」

（
カ
ズ
）
「
な
り
ま
せ
ぬ
ア
キ
姫
。
あ
の
人
は
姫
を
幸
せ
に
す
る
人
で
は
あ
り

ま
せ
ぬ
」

（
ア
キ
）
「
で
も
・
・
・
・
・
」

剣
戟
の
響
き
。
気
合
の
声
。

戸
を
蹴
破
り
、
乱
れ
る
足
音
。

（
土
方
）
「
で
き
る
だ
け
生
け
捕
れ
！
」

（
ヒ
デ
）
「
お
ー
、
カ
ズ
！
姫
は
大
丈
夫
か
？
」

（
ト
ラ
）
「
ま
だ
長
州
が
出
て
く
る
ぞ
！
」

（
ア
キ
）
「
ど
う
し
よ
う
？
」

（
ヒ
デ
）
「
カ
ズ
！
姫
を
守
れ
！
来
た
ぞ
！
」

戸
を
蹴
破
り
乱
れ
る
足
音
。
絶
叫
。

（
ト
ラ
）
「
姫
！
危
な
い
！
」

刺
さ
れ
る
音
。
ド
ス
ッ
！

（
ア
キ
）
「
あ
っ
、
カ
ズ
！
死
ん
じ
ゃ
だ
め
！
」

（
カ
ズ
）
「
絶
対
に
、
姫
、
な
り
ま
せ
ぬ
、
う
っ
」

（
ア
キ
）
「
カ
ズ
ー
ッ
（
エ
コ
ー
）
」
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新
撰
組
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に

洞
窟
、
水
の
雫
の
音
が
響
い
て
い
る
。

遠
く
で
ア
キ
が
泣
い
て
い
る
。

（
ア
キ
）
「
（
鼻
を
す
す
り
な
が
ら
）
バ
カ
バ
カ
」

こ
ち
ら
の
声
。

（
仙
人
）
「
難
し
か
ろ
う
て
な
ぁ
」

（
カ
ズ
）
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ぬ
」

（
仙
人
）
「
短
時
間
で
人
の
性
格
を
見
抜
く
の
は
、
難
し
か
ろ
う
て
。

土
方
歳
三
を
連
れ
て
き
て
て
も
、
ま
あ
、
す
ん
な
り
と
は
い
き
ま
す
ま
い
よ
。

人
の
心
の
奥
に
潜
む
冷
徹
さ
を
見
抜
く
の
は
、
姫
、
難
し
ゅ
う
ご
ざ
り
ま
す
る

ぞ
」

ア
キ
、
遠
く
で
鼻
を
す
す
り
な
が
ら
泣
い
て
い
る
。

（
仙
人
）
「
御
三
方
。
姫
が
泣
き
つ
か
れ
て
眠
る
ま
で
、
そ
し
て
、

成
長
し
て
目
覚
め
る
ま
で
、
そ
っ
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
ぞ
」

（
三
人
）
「
は
は
っ
」

『
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
』
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
ず
っ
と
流
れ
て
い
る
。

（
ア
キ
）
「
じ
い
？
姫
の
父
、
母
は
？
」

（
仙
人
）
「
は
っ
、
天
界
に
て
二
千
五
年
に
姫
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
の
を
、

心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
」

（
ア
キ
）
「
そ
う
・
・
・
・
」

（
仙
人
）
「
ま
だ
二
百
年
あ
り
ま
す
る
。
し
っ
か
り
と
姫
の
慕
わ
れ
る
若
者
を

見
つ
け
出
し
、
共
に
天
界
ま
で
お
連
れ
す
る
の
が
じ
い
の
役
目
で
ご
ざ
り
ま
す
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る
」

（
ア
キ
）
「
あ
と
二
百
年
か
。
一
目
ぼ
れ
し
た
若
者
が
、

ど
ん
な
人
だ
っ
た
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
」

（
仙
人
）
「
そ
れ
で
は
困
り
ま
す
る
。
姫
の
わ
が
ま
ま
で
五
百
年
間
、

こ
の
地
上
で
探
し
、
見
つ
け
出
す
の
が
お
約
束
で
ご
ざ
り
ま
す
る
」

（
ア
キ
）
「
そ
う
だ
っ
た
ね
。
あ
と
二
百
年
、
が
ん
ば
ろ
ー
っ
と
」

（
仙
人
）
「
頑
張
り
ま
し
ょ
う
、
姫
様
。
意
外
と
身
近
に
そ
の
若
者
は
・
・
」

（
ア
キ
）
「
え
っ
、
今
何
か
言
っ
た
？
」

（
仙
人
）
「
い
え
、
何
で
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
ふ
ー
、
や
れ
や
れ
」

『
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
』
が
次
第
に
消
え
る
。

洞
窟
、
水
の
雫
の
音
が
響
く
。

（
カ
ズ
）
「
三
人
揃
い
ま
し
た
」

（
仙
人
）
「
御
三
方
。
こ
れ
よ
り
い
よ
い
よ
近
代
戦
に
入
る
。
ま
す
ま
す

個
性
は
な
く
な
り
、
今
ま
で
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
大
量
の
若
者
が
、
次
々
と

戦
場
で
命
を
落
と
し
て
い
く
。
悲
し
い
こ
と
だ
。
姫
を
し
っ
か
り
と
お
守
り
し
て

そ
の
若
者
を
何
と
か
探
し
出
し
て
く
れ
」

（
三
人
）
「
は
っ
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

（
カ
ズ
）
「
敬
礼
！
」

（
ヒ
デ
）
「
い
つ
の
ま
に
か
陸
軍
に
な
っ
て
い
る
」

（
ト
ラ
）
「
あ
っ
、
ほ
ん
と
だ
。
今
度
は
ど
こ
に
？
」

（
仙
人
）
「
二
百
三
高
地
！
」

（
三
人
）
「
二
百
三
高
地
？
」

大
き
な
電
源
が
入
る
音
。
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大
画
面
が
起
動
す
る
音
。

（
仙
人
）
「
こ
こ
が
二
百
三
高
地
じ
ゃ
。
こ
こ
を
落
と
せ
ば
旅
順
港
。

当
時
世
界
最
強
の
ロ
シ
ア
の
基
地
。
日
露
戦
争
の
最
激
戦
地
じ
ゃ
。

塹
壕
、
鉄
条
網
、
ト
ー
チ
カ
の
機
関
銃
。
何
度
も
総
攻
撃
を
か
け
る
が
、

全
滅
に
つ
ぐ
全
滅
。
若
者
の
死
体
が
累
々
と
折
り
重
な
っ
て
い
く
。

総
攻
撃
は
中
止
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
決
死
隊
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の

中
へ
も
ぐ
り
込
む
の
じ
ゃ
必
ず
や
姫
の
若
者
が
お
る
は
ず
じ
ゃ
。

し
か
と
探
し
出
し
、
こ
こ
へ
連
れ
て
来
る
こ
と
。
以
上
！
」

（
カ
ズ
）
「
敬
礼
！
」

（
ヒ
デ
、
ト
ラ
）
「
は
っ
！
」
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エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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二
百
三
高
地
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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二
百
三
高
地

（
ア
キ
）
「
わ
か
り
ま
し
た
。
必
ず
真
の
若
者
を
見
つ
け
出
し
て
連
れ
て
ま
い

り
ま
す
」

（
ヒ
デ
）
「
姫
、
起
き
て
お
ら
れ
た
の
で
す
か
？
」

（
ト
ラ
）
「
何
か
少
し
大
人
び
た
み
た
い
」

（
ア
キ
）
「
無
駄
口
叩
く
ん
じ
ゃ
な
い
よ
！
ほ
ら
、
行
く
よ
皆
！
」

（
ヒ
デ
）
「
あ
あ
、
こ
わ
い
」

（
カ
ズ
）
「
姫
に
何
か
変
化
が
？
」

（
仙
人
）
「
そ
の
よ
う
じ
ゃ
の
。
で
は
、
参
る
ぞ
！
二
百
三
高
地
！
」

３
Ｓ
，
発
進
。
遠
の
い
て
い
く
。
ウ
ィ
ー
ン
。

大
砲
の
音
が
遠
く
で
響
く
。

突
撃
ラ
ッ
パ
の
音
。
突
撃
の
声
。

機
関
銃
の
連
射
音
が
続
く
。

阿
鼻
叫
喚
。

近
く
の
声
。

（
隊
長
）
「
い
く
ぞ
！
と
つ
げ
き
！
」

（
全
員
）
「
お
ー
っ
！
」

１
０
数
名
の
駆
け
足
の
音
。
ヒ
ュ
ン
と
弾
の
音
。

突
撃
ラ
ッ
パ
の
音
。

（
全
員
）
「
わ
ー
っ
！
」

（
ヒ
デ
）
「
ト
ラ
、
姫
は
大
丈
夫
か
？
」

（
ト
ラ
）
「
み
な
、
大
丈
夫
だ
ヒ
デ
」
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機
関
銃
の
連
射
音
。

（
隊
長
）
「
ふ
せ
ー
っ
！
塹
壕
へ
入
れ
ー
っ
！
」

ド
サ
ッ
と
穴
に
飛
び
込
む
音
。

大
砲
の
音
。
突
撃
の
音
が
遠
く
で
聞
こ
え
て
い
る
。

間
近
で
ヒ
ュ
ッ
と
弾
の
音
。

（
隊
長
）
「
う
わ
ー
、
う
う
う
」

（
カ
ズ
）
「
あ
っ
、
隊
長
と
副
長
が
や
ら
れ
た
！
」

（
皆
）
「
隊
長
！
」

（
隊
長
）
「
と
に
か
く
ト
ー
チ
カ
を
や
っ
つ
け
て
、
こ
の
旗
を

掲
げ
て
く
れ
！
そ
れ
を
め
が
け
て
総
攻
撃
が
始
ま
る
！
う
う
っ
」

（
ヒ
デ
）
「
カ
ズ
！
指
揮
を
取
っ
て
く
れ
！
」

（
ト
ラ
）
「
旗
は
俺
が
持
つ
」

（
カ
ズ
）
「
よ
し
！
ひ
る
む
な
！
頭
を
下
げ
て
全
員
突
撃
！
」

（
全
員
）
「
オ
ー
ッ
！
」

突
撃
の
声
。
ラ
ッ
パ
の
音
。
機
関
銃
の
連
射
音
。

阿
鼻
叫
喚
。
断
末
魔
の
声
。

（
カ
ズ
）
「
（
あ
え
ぎ
な
が
ら
）
み
ん
な
無
事
か
？
」

（
ヒ
デ
）
「
我
々
四
人
だ
け
生
き
残
っ
て
お
り
ま
す
！
」

（
カ
ズ
）
「
よ
し
！
ト
ー
チ
カ
に
上
る
ぞ
！
」

（
三
人
）
「
オ
ー
ッ
！
」

四
人
、
駆
け
出
す
音
。
大
き
な
爆
発
音
。

（
カ
ズ
）
「
や
っ
た
ぞ
！
旗
を
立
て
ろ
！
」

（
ト
ラ
）
「
よ
し
！
そ
れ
！
」
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突
撃
ラ
ッ
パ
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
鳴
り
響
く
。
突
撃
の
喚
声
。

ラ
ッ
パ
の
音
次
第
に
遠
の
い
て
い
く
。

（
ア
キ
）
「
私
達
以
外
皆
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
一
体
誰
を
探
せ
ば
い
い
の
？
」

（
カ
ズ
）
「
姫
！
立
ち
上
が
っ
て
は
危
な
い
！
」

ヒ
ュ
ン
と
間
近
に
弾
丸
の
音
。

（
カ
ズ
）
「
う
っ
！
う
う
う
」

（
ア
キ
）
「
あ
っ
！
カ
ズ
！
死
ん
じ
ゃ
だ
め
！
」

（
カ
ズ
）
「
姫
、
ご
無
事
で
」

（
ア
キ
）
「
二
度
ま
で
も
お
前
は
！
死
ぬ
な
、
カ
ズ
！
」

戦
場
の
音
、
遠
ざ
か
り
消
え
て
い
く
。
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二
百
三
高
地
（
後
書
き
）

つ
づ
く
。
出
張
の
た
め
二
週
間
お
休
み
し
ま
す
。
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神
風
特
攻
隊
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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神
風
特
攻
隊

（
仙
人
）
「
ふ
ー
む
、
残
念
じ
ゃ
の
う
。
も
う
ち
ょ
っ
と
な
ん
じ
ゃ
が
」

（
ト
ラ
）
「
な
に
が
？
」

（
仙
人
）
「
二
人
に
愛
が
芽
生
え
る
の
が
じ
ゃ
。
し
っ
、
こ
れ
は
内
緒
じ
ゃ
ぞ
」

洞
窟
、
水
の
雫
の
音
が
響
い
て
い
る
。

（
ア
キ
）
「
ま
た
カ
ズ
が
撃
た
れ
た
。
い
つ
も
真
っ
先
に
死
ぬ
の
は
カ
ズ
だ
」

（
ヒ
デ
）
「
姫
、
そ
れ
は
カ
ズ
が
い
つ
も
姫
を
命
が
け
で
守
っ
て
お
る
証
で
す
」

（
ト
ラ
）
「
そ
う
で
す
。
そ
の
思
い
は
と
て
も
我
々
二
人
に
は
遠
く
及
び
ま
せ

ん
」

（
ア
キ
）
「
そ
、
そ
う
か
。
そ
う
む
き
に
な
る
な
二
人
と
も
。
カ
ズ
、
い
つ
も

す
ま
ん
な
」

（
カ
ズ
）
「
は
っ
、
恐
れ
入
り
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
す
る
」

（
仙
人
）
「
（
ご
ほ
ん
）
あ
ー
、
い
よ
い
よ
あ
と
百
年
を
き
っ
て
し
も
う
た
。

最
後
、
こ
れ
一
回
限
り
じ
ゃ
」

（
ア
キ
）
「
最
後
は
ど
こ
へ
？
」

（
仙
人
）
「
神
風
特
別
攻
撃
隊
！
」

電
源
ス
イ
ッ
チ
の
入
る
音
。

大
画
面
起
動
の
音
。

（
仙
人
）
「
こ
こ
が
鹿
児
島
に
あ
る
海
軍
神
風
特
攻
基
地
国
分
飛
行
場
じ
ゃ
。

こ
こ
か
ら
は
九
九
式
艦
爆
と
言
う
二
人
乗
り
の
特
攻
機
が
三
七
○
キ
ロ
爆
弾

を
抱
え
て
、
超
低
空
か
ら
米
艦
に
突
っ
込
ん
で
い
っ
た
。
非
常
に
高
い
確
率
の

特
攻
で
有
名
な
所
じ
ゃ
。
も
う
米
軍
主
力
部
隊
は
こ
の
沖
縄
ま
で
来
て
お
る
。
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一
刻
の
猶
予
も
な
ら
ん
。
玉
水
隊
出
撃
に
間
に
合
い
そ
う
じ
ゃ
。
そ
っ
と

１
１
番
機
と
１
２
番
機
の
前
に
た
て
」

プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

（
隊
長
）
「
以
上
の
よ
う
に
早
め
に
下
降
し
超
低
空
に
て
海
面
す
れ
す
れ

ま
っ
す
ぐ
に
飛
行
せ
よ
。
も
し
前
席
絶
命
し
た
と
し
て
も
、
後
部
偵
視
員

操
縦
桿
を
確
保
し
必
中
せ
し
む
る
こ
と
。
以
上
！
司
令
官
殿
に
敬
礼
！
」

プ
ロ
ペ
ラ
の
音
高
ま
る
。

（
司
令
官
）
「
米
軍
主
力
部
隊
は
沖
縄
の
北
方
５
０
キ
ロ
に
来
て
お
る
。

神
州
不
滅
！
敵
艦
に
体
当
た
り
し
見
事
神
風
と
な
ら
ん
こ
と
を
、
こ
こ
に

切
に
願
う
て
お
る
。
そ
れ
で
は
杯
を
も
て
、
か
ん
ぱ
い
！
」

杯
を
叩
き
割
る
音
。

（
カ
ズ
）
「
行
く
ぞ
！
ア
キ
姫
！
」

（
ア
キ
）
「
カ
ズ
」

（
カ
ズ
）
「
ど
う
し
た
姫
？
１
１
番
機
に
二
人
乗
る
の
だ
」

（
ア
キ
）
「
（
小
声
で
）
カ
ズ
、
と
て
も
か
っ
こ
い
い
よ
」

（
カ
ズ
）
「
姫
、
お
急
ぎ
召
さ
れ
よ
。
し
っ
か
り
と
帽
子
振
り
の

皆
に
敬
礼
し
て
く
だ
さ
れ
よ
」
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神
風
特
攻
隊
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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オ
ー
イ
ク
モ
！
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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オ
ー
イ
ク
モ
！

プ
ロ
ペ
ラ
の
音
高
鳴
る
。

（
司
令
官
）
「
第
２
８
神
風
特
別
攻
撃
隊
玉
水
隊
、
一
番
機
発
進
！
」

爆
音
と
共
に
飛
行
機
の
飛
び
立
つ
音
。

（
声
）
「
必
殺
必
中
！
が
ん
ば
れ
よ
！
」

プ
ロ
ペ
ラ
の
音
高
鳴
る
。

（
司
令
官
）
「
玉
水
隊
二
番
機
発
進
！
」

爆
音
と
共
に
飛
び
立
つ
音
。

爆
音
と
共
に
飛
び
立
つ
音
。

爆
音
と
共
に
飛
び
立
つ
音
。

プ
ロ
ペ
ラ
の
音
高
鳴
る
。

（
司
令
官
）
「
玉
水
隊
１
１
番
機
発
進
！
」

爆
音
と
共
に
飛
び
立
つ
音
。

（
カ
ズ
）
「
姫
、
風
防
を
開
け
て
凛
々
し
く
敬
礼
を
し
て
く
だ
さ
い
！
」

（
ア
キ
）
「
わ
か
っ
て
る
。
敬
礼
」

（
遠
く
の
声
）
「
が
ん
ば
れ
よ
ー
」

飛
行
機
の
音
遠
の
い
て
い
く
。

飛
行
中
の
爆
音
が
続
く
。

（
カ
ズ
）
「
敵
艦
が
見
え
た
ら
す
ぐ
超
低
空
飛
行
に
入
る
。

よ
く
見
張
っ
て
て
く
れ
。
敵
機
に
も
注
意
」
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（
ア
キ
）
「
分
か
っ
た
わ
、
カ
ズ
。
あ
ん
た
と
心
中
ね
」

（
カ
ズ
）
「
ヒ
デ
と
ト
ラ
の
１
２
番
機
は
付
い
て
来
て
る
か
？
」

（
ア
キ
）
「
ぴ
っ
た
り
。
ヒ
デ
が
手
を
振
っ
て
る
。
あ
っ
、
雲
。

海
面
が
見
え
な
く
な
っ
た
わ
」

（
カ
ズ
）
「
少
し
高
度
を
下
げ
よ
う
。
雲
が
切
れ
る
」

対
空
砲
火
の
炸
裂
音
。

（
ア
キ
）
「
わ
っ
、
真
下
に
す
ご
い
数
の
船
！
」

（
カ
ズ
）
「
よ
し
！
一
番
で
か
い
の
を
狙
お
う
。
あ
れ
だ
！
」

急
降
下
の
爆
音
。
対
空
砲
火
の
炸
裂
音
。

（
カ
ズ
）
「
海
面
す
れ
す
れ
に
飛
行
し
、
そ
の
ま
ま

体
当
た
り
を
す
る
。
姫
、
お
覚
悟
を
！
」

急
降
下
の
爆
音
。
対
空
砲
火
音
。

（
ア
キ
）
「
大
丈
夫
よ
。
覚
悟
は
で
き
て
る
。

思
い
っ
き
り
体
当
た
り
し
て
」

爆
音
高
鳴
る
。
弾
丸
の
音
。
ビ
シ
ッ
。

（
カ
ズ
）
「
う
っ
」

（
ア
キ
）
「
カ
ズ
、
大
丈
夫
？
し
っ
か
り
し
て
。

体
当
た
り
す
る
ま
で
死
な
な
い
で
！
お
願
い
！
」

大
爆
発
音
。



67

（
ア
キ
）
「
カ
ズ
ー
ッ
！
オ
ー
イ
ク
モ
ー
！
」

声
、
大
き
く
エ
コ
ー
し
て
消
え
て
い
く
。



68

オ
ー
イ
ク
モ
！
（
後
書
き
）

つ
づ
く



69

Ｕ
Ｆ
Ｏ
だ
！
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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Ｕ
Ｆ
Ｏ
だ
！

遠
く
か
ら
奇
妙
な
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ワ
ウ
ン
ワ
ウ
ン
ワ
ウ
ン
。

音
、
次
第
に
近
づ
い
て
く
る
。

大
型
宇
宙
船
が
ホ
ー
バ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
下
り
て
く
る
音
。

ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
ワ
ウ
ン
ワ
ウ
ン
。
音
高
ま
る
。

（
ア
キ
）
「
み
て
み
て
。
皆
見
て
！
何
か
空
か
ら
降
り
て
き
た
わ
」

（
カ
ズ
）
「
お
お
つ
、
す
げ
え
！
」

（
ヒ
デ
）
「
わ
っ
、
ま
ぶ
し
い
。
な
に
こ
れ
？
大
型
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
母
艦

じ
ゃ
な
い
か
。
ホ
ン
ま
も
の
見
る
の
初
め
て
。
す
ご
ー
い
！
」

（
ト
ラ
）
「
見
て
。
湖
の
底
。
小
型
宇
宙
船
が
輝
き
な
が
ら
浮
上
し
て
き
た
」

３
Ｓ
が
浮
上
す
る
音
。
ウ
ィ
ー
ン
。

ピ
ポ
パ
ワ
ウ
ン
ピ
ポ
パ
ワ
ウ
ン
の
音
は
ず
っ
と
つ
づ
い
て
い
る
。

（
ア
キ
）
「
す
ご
い
。
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
。
光
の
ト
ン
ネ
ル
！
」

（
ヒ
デ
）
「
か
ぐ
や
姫
と
お
ん
な
じ
だ
。
小
型
宇
宙
船
が
、

湖
面
か
ら
空
中
へ
、
母
艦
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
」

電
磁
波
の
音
。
ビ
リ
ビ
リ
ビ
ビ
ビ
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
の
音
が

ワ
ウ
ン
ワ
ウ
ン
ワ
ウ
ン
の
音
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

（
全
員
）
「
わ
あ
！
す
ご
い
！
」

ワ
ウ
ン
ワ
ウ
ン
ワ
ウ
ン
ワ
ウ
ン
と
い
う
母
艦
の
音
が
急
速
に
高
ま
り
、

最
高
潮
に
達
し
て
バ
ッ
と
音
が
し
て
、
い
き
な
り
、
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ウ
ィ
ー
ン
と
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。

（
ヒ
デ
）
「
ワ
ー
プ
し
た
ん
だ
！
」

（
ト
ラ
）
「
一
瞬
だ
ね
」

（
カ
ズ
）
「
５
０
０
年
後
か
」

小
鳥
の
さ
え
ず
り
。
鶯
の
声
。

（
ア
キ
）
「
あ
、
夜
が
明
け
て
る
」

（
カ
ズ
）
「
オ
ー
イ
ク
モ
っ
て
誰
か
叫
ば
な
か
っ
た
？
」

（
ア
キ
）
「
わ
た
し
、
夢
の
中
で
叫
ん
で
た
」

（
カ
ズ
）
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
。
こ
こ
は
女
神
湖
」

（
ト
ラ
）
「
お
れ
、
ト
イ
レ
行
き
た
い
」

（
ヒ
デ
）
「
ト
イ
レ
は
ボ
ー
ト
乗
り
場
の
所
だ
。
と
に
か
く
皆
で
行
こ
う
」

車
の
ド
ア
を
開
け
る
音
。
下
り
る
音
。
ド
ア
を
閉
め
る
音
。

（
ヒ
デ
）
「
あ
っ
ち
だ
！
」

砂
利
を
ふ
む
音
。

（
ア
キ
）
「
あ
れ
、
昨
日
の
お
じ
い
さ
ん
だ
」

庭
を
掃
く
音
。

（
ヒ
デ
）
「
あ
、
千
人
に
似
て
る
」

（
ト
ラ
）
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
す
み
ま
せ
ん
」

（
老
人
）
「
あ
あ
、
お
は
よ
う
」

（
ト
ラ
）
「
ト
、
ト
イ
レ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
」

（
老
人
）
「
ト
イ
レ
は
向
こ
う
の
あ
の
建
物
じ
ゃ
」

（
皆
）
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
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Ｕ
Ｆ
Ｏ
だ
！
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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仙
人
？
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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仙
人
？

砂
利
を
駆
け
る
足
音
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
。

水
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
。
庭
を
掃
く
音
。

ゆ
っ
く
り
と
砂
利
を
ふ
む
音
。

（
ト
ラ
）
「
あ
あ
す
っ
き
り
し
た
」

（
カ
ズ
）
「
あ
の
お
じ
い
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う
」

（
ア
キ
）
「
そ
う
ね
。
姫
が
淵
の
こ
と
？
」

（
ヒ
デ
）
「
そ
う
そ
う
、
姫
が
淵
」

庭
を
掃
く
音
。

砂
利
を
ふ
む
音
、
立
ち
止
ま
り
。

（
ア
キ
）
「
す
み
ま
せ
ん
？
」

（
老
人
）
「
な
ん
じ
ゃ
な
？
昨
日
は
ゆ
っ
く
り
と
眠
れ
た
か
な
？
」

（
皆
）
「
は
あ
？
」

（
老
人
）
「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
。
夕
方
か
ら
朝
ま
で
皆
大
い
び
き
じ
ゃ
っ
た
ぞ
」

（
カ
ズ
）
「
あ
、
お
じ
い
さ
ん
、
こ
の
近
く
に
姫
が
淵
と
い
う

小
さ
な
池
が
あ
る
の
を
ご
存
知
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

（
老
人
）
「
姫
が
淵
は
、
こ
の
女
神
湖
の
底
じ
ゃ
」

（
ヒ
デ
）
「
こ
の
女
神
湖
の
底
？
」

（
老
人
）
「
そ
う
じ
ゃ
。
大
雨
が
降
る
と
必
ず
鉄
砲
水
に
な
る
と
い
う
の
で
、

明
治
の
中
ご
ろ
に
女
神
湖
と
白
樺
湖
は
人
造
湖
と
し
て
大
掛
か
り
に
造
成
さ
れ

た
。

そ
れ
ま
で
は
二
つ
と
も
小
さ
な
池
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
。
蓼
科
山
、
別
名
女
神
山
の
影

を
映
す
か
ら
女
神
湖
と
名
付
け
ら
れ
、
銅
像
ま
で
建
っ
て
お
る
が
、
そ
の
昔
は
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今
の
御
泉
水
の
湿
地
帯
の
よ
う
な
沼
じ
ゃ
っ
た
。
蝶
が
大
量
に
舞
う
季
節
が

あ
っ
て
の
。
戦
乱
の
頃
に
諏
訪
の
姫
が
飛
び
込
ん
で
蝶
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
と

る
」

（
ア
キ
）
「
そ
れ
だ
わ
、
姫
ヶ
淵
伝
説
」

（
老
人
）
「
５
０
０
年
ご
と
に
天
か
ら
船
が
舞
い
降
り
て
く
る
と
い
う
言
い
伝

え
も
あ
る
」

（
ヒ
デ
）
「
そ
れ
そ
れ
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
話
も
本
当
な
ん
だ
」

（
老
人
）
「
さ
ら
に
」

（
ア
キ
）
「
ま
だ
あ
る
ん
で
す
か
？
」

（
ト
ラ
）
「
あ
の
匂
い
の
事
だ
と
思
う
」

（
老
人
）
「
そ
の
通
り
。
こ
の
一
帯
は
そ
の
昔
麻
の
群
生
地
じ
ゃ
っ
た
。

特
殊
な
麻
で
の
。
し
び
れ
、
麻
酔
は
も
と
よ
り
、
そ
の
煙
を
か
ぐ
と
、

大
い
な
る
幻
覚
に
落
と
し
込
ま
れ
る
。
そ
の
香
り
が
ま
た
甘
く
と
ろ
り

と
し
て
い
て
逃
れ
が
た
い
。
戦
国
の
忍
者
が
煙
で
集
団
催
眠
に
か
け
た
の
も
、

こ
こ
の
麻
だ
っ
た
の
じ
ゃ
。
そ
の
実
が
冠
の
形
を
し
て
い
る
の
で
冠
草
。

甘
い
夢
を
見
る
の
で
甘
夢
草
。
忍
者
達
は
蹴
毬
の
毬
と
罠
に
か
け
る
と
で

毬
罠
と
呼
ん
で
お
っ
た
」

（
ト
ラ
）
「
マ
リ
ワ
ナ
！
」

（
老
人
）
「
昭
和
に
は
い
っ
て
全
て
伐
採
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
じ
ゃ
が
」

（
ト
ラ
）
「
今
で
も
ど
こ
か
に
？
」

（
老
人
）
「
あ
る
こ
と
は
あ
る
ん
じ
ゃ
ろ
う
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
」

（
ア
キ
）
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
い
く
つ
で
す
か
？
」

（
老
人
）
「
さ
あ
、
わ
し
は
よ
う
知
ら
ん
。
今
度
天
か
ら
の
船
が
来
る
ま
で
、

わ
し
は
生
き
続
け
に
ゃ
な
ら
ん
の
じ
ゃ
、
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
」
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（
皆
）
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
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仙
人
？
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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女
神
湖
新
伝
説
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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女
神
湖
新
伝
説

（
カ
ズ
の
Ｎ
）
「
そ
れ
か
ら
１
週
間
後
。
俺
た
ち
４
人
は
御
礼
を
持
っ
て

更
な
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
べ
く
女
神
湖
へ
向
か
っ
た
」

車
の
加
速
の
音
。
爆
音
。

カ
ー
ブ
を
き
し
む
タ
イ
ヤ
の
音
。

シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
の
ギ
ア
の
音
。

サ
ー
ド
で
上
る
音
。

（
ヒ
デ
）
「
か
な
り
き
つ
い
坂
だ
」

（
カ
ズ
）
「
も
う
ち
ょ
っ
と
で
女
神
湖
だ
」

タ
ー
ボ
の
ト
ッ
プ
に
入
る
。

（
ヒ
デ
）
「
見
え
て
き
た
、
見
え
て
き
た
」

（
ア
キ
）
「
そ
こ
の
車
止
め
に
止
め
て
」

ブ
レ
ー
キ
、
止
ま
る
音
。

ド
ア
が
開
い
て
下
り
る
音
。

（
ト
ラ
）
「
今
日
は
匂
わ
な
い
な
あ
」

（
カ
ズ
）
「
そ
う
毎
日
は
匂
わ
な
い
さ
」

（
ア
キ
）
「
ほ
ら
、
お
み
や
げ
も
っ
て
、
ヒ
デ
」

（
ヒ
デ
）
「
あ
い
よ
。
も
っ
と
一
杯
聞
き
だ
さ
な
き
ゃ
な
」

ド
ア
を
閉
め
る
音
。

４
人
歩
く
砂
利
の
音
。

（
ア
キ
）
「
ボ
ー
ト
乗
り
場
の
受
付
が
売
店
に
つ
な
が
っ
て
る
」

戸
を
開
け
る
音
。
ギ
イ
。
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（
ア
キ
）
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」

（
皆
）
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
！
」

奥
か
ら
女
の
人
の
声
。

（
女
）
「
は
ー
い
。
今
開
け
た
ば
か
り
な
の
で
す
み
ま
せ
ん
」

足
音
と
声
、
近
づ
く
。

（
女
）
「
は
い
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

（
ア
キ
）
「
あ
の
う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
」

（
女
）
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
？
こ
こ
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
ん
て
い
ま
せ
ん
よ
」

（
ヒ
デ
）
「
え
え
っ
、
う
そ
ー
？
」

（
女
）
「
い
い
え
、
ほ
ん
と
で
す
。
私
が
週
末
だ
け
開
け
て
る
だ
け
で
す
か
ら
」

（
カ
ズ
）
「
１
週
間
前
の
夕
方
と
早
朝
、
こ
こ
で
庭
を
掃
い
て
お
ら
れ
る
仙
人

の
よ
う
な
白
ひ
げ
の
お
じ
い
さ
ん
に
合
い
ま
し
た
」

（
女
）
「
お
か
し
い
え
す
ね
？
１
週
間
前
の
そ
の
時
間
に
は
こ
こ
は
閉
ま
っ
て
て

誰
も
い
な
い
は
ず
で
す
。
こ
の
近
辺
に
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
１
０
軒
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
お
じ
い
さ
ん
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
」

（
ト
ラ
）
「
ど
っ
か
か
ら
フ
ラ
ッ
と
や
っ
て
き
た
ん
だ
」

（
ヒ
デ
）
「
そ
う
か
も
な
？
」

（
ア
キ
）
「
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
た
ん
で
す
、
そ
の
お
じ
い
さ
ん
に
」

（
女
）
「
そ
う
で
す
か
」

（
ア
キ
）
「
と
り
あ
え
ず
お
土
産
、
ご
家
族
で
食
べ
て
く
だ
さ
い
。
ね
、
み
ん

な
、
お
礼
言
っ
て
！
」

（
皆
）
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

（
女
）
「
そ
れ
は
、
ど
う
も
」
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４
人
砂
利
を
歩
む
音
。

（
ア
キ
）
「
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
？
」

（
カ
ズ
）
「
わ
か
ら
ん
？
」

４
人
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
歩
む
音
。

車
の
ド
ア
を
開
け
乗
り
込
む
音
。

ド
ア
を
閉
め
る
音
。

（
ト
ラ
）
「
あ
っ
、
見
て
、
湖
の
底
！
」

（
ヒ
デ
）
「
あ
っ
、
ひ
か
っ
て
る
！
」

３
Ｓ
が
浮
上
す
る
音
。
ウ
ィ
ー
ン
、
ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
ピ
ポ
パ
。

仙
人
の
エ
コ
ー
の
聞
い
た
笑
い
声
が
、

３
Ｓ
の
音
と
共
に
遠
ざ
か
り
消
え
て
い
く
。

（
仙
人
）
「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
（
エ
コ
ー
）
・
・
・
・
」

ウ
ィ
ー
ン
…
と
消
え
て
い
く
。

（
カ
ズ
の
Ｎ
）
「
そ
し
て
ま
た
、
新
た
な
る
女
神
湖
伝
説
が
生
ま
れ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
完
ー
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

女神湖伝説

2010年10月13日17時06分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n8682d/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n8682d/

